
文部科学省補助事業「ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ（牽引型）」 
2022年度 連携型共同研究 成果報告書 

研究課題名 保育施設の室内環境に関する研究 
―線路沿いに立地する保育施設の事例― 

研究代表者 ?川 ひとみ（帝塚山大学 現代⽣活学部 教授） 
共同研究者 鍋島 美奈⼦（⼤阪公⽴⼤学 ⼯学研究科 教授） 

⻄村 真実（帝塚⼭⼤学 教育学部 准教授） 
⽊村 均（帝塚⼭⼤学 現代生活学部 准教授） 
吉住 優⼦（帝塚⼭⼤学 現代生活学部 研究員） 

研究成果 
 本研究では、線路沿いに立地する保育施設を対象とし、保育室内の環境測定を行い、都市環境及び喧噪が

保育施設に与える影響を把握し、学校環境衛生基準を参照しながら保育室における環境測定の手法やその判

定基準に関する知見を得ることを目的とした「研究１」と、保育施設における０歳児の保育施設を事例とし

て、利用者の行動を録画機器によって終日記録するための手法を①録画機器の設置場所、②消費電力を抑え

た録画方法、③カメラの広角度と設置台数、の３つの視点から検討することを目的とした「研究２」の 2件

を行った。 

まず、「研究１」の研究成果を表１に示す。1)気温・湿度・二酸化炭素濃度・PM2.5 濃度の空気質に関する項

目および気流については、現状、窓を閉じた状態での機械設備による調整が専らであり、安定した環境が構築

されやすいことから、保育施設においても学校環境衛生基準に準じて測定・判定することで差し支えないと考

える。2)照度に関しては、測定方法や判定基準については学校環境衛生基準に準じることで問題ないが、昼寝

時の部分消灯等、一室で多様な保育活動が行われる保育室の利用形態に応じた照明器具の点灯区分に配慮が必

要である。また、3)自然採光に関しては、学校環境衛生基準では厳密には取り上げられていないが、特に既存

建築物における室の用途を変更して保育室とする場合は、窓開口の有効採光面積が建築基準法６）の規定を満

たしているかは確認すべきである。  

 

表 1 環境測定方法と判定基準の一覧 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

測定#意義 測定方法 判定基準 備考

-./ 気温 温熱環境の適否を判定
保育時に、空調を稼働し、床
上もしくは棚上で測定

17℃以上～28℃以下
低年齢児は体温調節
能力が低いことに配慮

-2/ 湿度
感染症リスクや、雑菌の
繁殖に影響

保育時に、空調を稼働し、床
上もしくは棚上で測定

30％以上～80％以下

-5/ 678濃度 換気状況の把握
保育時に、実状の換気状況
で、床上もしくは棚上で測定

1000ppm以下
感染症対策上の換気
基準に配慮

-:/ ;<2=>濃度 空気汚染の程度を把握
保育時に、実状の換気状況
で、床上もしくは棚上で測定

60μg/㎥以下
(SPMで0.10mg/㎥相当)

浮遊粒子状物質SPM
との相関を利用

->/ 気流
空調機等からの吹出気
流による不快感の抑制

休園日に、空調を稼働し、窓を
閉めて床上で測定

0.5m/s以下
窓からの自然風は対
象外

-@/ 照度
視作業・遊戯に適した明
るさの確保

休園日に、窓やカーテンを閉
め、人工照明のみを点灯し、
床上９ヶ所にて測定

300Lx以上
（明るさを要しない

    状況では低減可）

昼寝時の消灯を想定し
た点灯区分に配慮
自然採光は窓開口の
有効採光面積で確認

-B/ 外部騒音
線路等の施設外からの
騒音の程度を把握

休園日に、窓を開閉し、窓高さ
で測定

ＬAeqが50dB以下(窓閉)

ＬAeqが55dB以下(窓開)

窓の開閉は状況に応
じて選択可(以下同様)

-G/ 内部騒音
施設内の他の場所から
の騒音の程度を把握

保育時(室内は閑静状態とす
る)に、窓を開閉して測定

ＬAeqが50dB以下(窓閉)

ＬAeqが55dB以下(窓開)

騒音源による値を確実
に捉えられるよう配慮

測定項目



 

 

次に、「研究２」の研究成果を以下に示す。1)録画機器は、児童との接触を避けるために、児童の手の届かな

い高さに設置する必要がある。また通常の保育と変わらぬ状況を確認できるよう、児童にカメラの設置が気づ

かれにくい高さに設置する必要があり、今回の調査では、約 1600mm 以上の高さに設置すると、問題なく撮影

できた。今回は、０歳児保育室での調査であったが、1600mm 以上の箇所に設置すると 1歳以上児の保育室にお

いても、有効であると言える。2)消費電力の少ないタイムラプス機能を使用すると、大幅に消費電力を抑える

事ができ、長時間録画が可能となった。3)40 ㎡程度の標準的な面積を持つ保育室の場合、13mm の広角レンズ

を備えた録画機器を相対する壁沿いに設置することで、設置台数を 2台に抑える事ができ、利用者全員の行為

を、図 1 のように問題なく読み取ることができた。なお、本手法は、０歳児保育室に限らず、1〜３歳未満児

の保育室においても有用であると考えるが、実際に調査を行うことで、検証していく必要がある。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図１ 録画データから取り出した静止画像と利用者の行為内容 
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